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［目的及び背景］ 
 安房地域のパセリ採種組合では、「ＵＳパラマウント」地元選抜系統の採種を行っているが、その方
法は葉を収穫、出荷する株から選抜をしている。そこで、多収性、良形質を持つ採種に適する株を少し
でも多く残すため、育苗期間中から定植後の間引きまでの葉の形質が収量に及ぼす影響を明らかに
するとともに、収穫期間中の葉の形質の変化、選抜時期及び選抜した形質が次世代に及ぼす影響を
検討する。 
 
［成果内容］ 
１．定植時の形質により分類すると、収量は、葉が大きな株ほど増加する傾向にあった（表１）。 
 
２．最終の間引き時期の形質により分類すると、収量は、葉の欠刻量の多い株で増加した。ただし、カ
ールの強い株、葉色の濃い株は市場性を考慮し残す必要がある（表２）。 
 
３．収穫始期(11月)の形質により分類すると、葉の大きさは、厳寒期(１月)には小型化し、有意差がなく
なるが、温暖期(３月)では再度収穫始期と同様の傾向になり、有意差が認められた。各形質のバラツ
キは、収穫始期よりも厳寒期、温暖期の両時期で大きくなった（第３表）。 
 
４．採種株を選抜した時期及び形質は、次世代の収量性に影響を及ぼし、２月または４月だけの選抜、
あるいは葉色のみの形質で選抜した場合には、収量が劣り、１本重がやや軽くなった（図１）。 
 
［留意事項］ 
１．育苗中は、特に生育の劣るものを間引く。 
 
２．カールの強いものは生育後半に葉が小さくなりやすいので、最終の間引きではカールが強くても葉
が小さいものは、間引く。 
 
３．葉の大きさとカールの強さの間には有意な負の相関関係が認められるが、形質のバラツキが大き
くなるため、最終的に選抜する株は、カールが強く、葉の大きいものとする。 
 
［普及対象地域］ 
               安房 
 
［行政上の措置］ 
 
［普及状況］ 
 
 

部門 野菜 対象 普及

課題名：パセリ「ＵＳパラマウント」地元選抜系統の採種株の選抜方法

［要約］採種株の選抜方法は、育苗中では特に発芽の遅い株、葉の小さい株を間引きの対象と
し、定植後の最終の間引きでは、葉の欠刻量が多い株、さらに市場の評価を考慮してカールが
強い株、葉色が濃い株を残す。また栽培期間中の選抜は、厳寒期(１月)及び温暖期(３月)を含
めて２回以上実施する。

ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分） 育種        （研究対象） 野菜類－パセリ 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ） パセリ ＵＳパラマウント 採種 選抜方法 間引き 選抜時期 
 

実施機関名 （主査）農業総合研究センター 暖地園芸研究所 野菜・メロン研究室 
      （協力機関） 
      （実施期間）１９９７年度～２００１年度



［成果の概要］ 
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